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隅田川の風に癒され、荒川の街に励まされて。
二足のわらじでつかみ取った芥川賞。

【プロフィール】1983年東京都生まれ。2016年「青が破れる」（河出書房新社）で第53回文藝賞を受賞し、デビュー。2017年同作が第30回三島由紀夫
賞候補作となる。2018年には「しき」（河出書房新社）で第159回芥川龍之介賞候補、第40回野間文芸新人賞候補となる。2019年「１Ｒ1分34秒」（新潮社）
で第160回芥川賞を受賞。

第258回

作家　町屋良平さん

荒川の人

今年、第160回芥川賞に選ばれた町屋良平さん。栄光
に至るまでの道のりは決して平坦なものではなく、幾度
となく作家の道を諦めようと思ったそうです。闘志を静
かに燃やし、日々格闘を続ける新進気鋭の作家 町屋良
平さんに荒川の街への想いをたっぷりと語っていただき
ました。

「日々の生活の中で長く続けてきたことが小説とボクシ
ング。その両者が自然と結びつきました」と、ボクシン
グを題材に小説を執筆した理由を語る作家の町屋良平さ
ん。プロ志望のボクサーを描いたデビュー作「青が破れる」
を経て、プロボクシングの世界を題材にした「１Ｒ1分
34秒」を発表します。「１Ｒ1分34秒」はデビュー戦を華々
しい勝利で飾って以降、なかなか勝つことができず、長
年のトレーナーにも見捨てられた21歳のプロボクサー “ぼ
く” と変わり者の駆け出しトレーナー “ウメキチ” との日々
を描いた青春小説。7、8年ほどジムにも通い、一時はプ
ロのライセンス取得を考えたこともあったという、ご自
身の経験に基づいた心理描写はロンドンオリンピックで
金メダルを獲得した村田諒太選手などプロのボクサーか
らも大きな共感を得ています。構想から完成まで約半年。
そのうち執筆に費やした期間はわずか2週間ほどだったそ

うです。
今年1月、町屋さんは2度目のノミネートでみごと第
160回芥川賞に輝きます。受賞の一報が届いた瞬間の率
直な気持ちとは。「緊張しながら待っていたのでホッとし
た気持ちの方が大きかったです。うれしい気持ちは後か
らじわじわと湧いてきました。どちらかというと一緒にい
た担当の編集者さんの方が喜んでいたかもしれませんね
（笑）」。普段はジャケットを着る機会が多い町屋さんです
が、ここぞという時に着用するという古着屋で購入した赤
いジャージで会見に臨み、受賞の喜びを語りました。
平成最後の芥川賞受賞作となった「１Ｒ1分34秒」。
TSUTAYA町屋店の書籍売り場には町屋さんのサイン色
紙も飾られています。

小学生の時に漫画家 さくらももこさんのエッセイ「も
ものかんづめ」を読んだことがきっかけで町屋さんは文
章表現の楽しさに目覚めます。「読書家ではありませんで
したが、自分でも何か書いてみたいと思い、見よう見ま
ねでエッセイも書きました。子どもの頃から本とふれあ
い、人生で行き詰ってしまった時に本や物語の世界が助
けになるといいですね」近年、街中から書店が減ってい
ることに少なからず、さびしさをおぼえているそうです。
高校卒業後、フリーターを経て就職。現在は営業職と
して働きながら、作家、会社員という二足のわらじを履
いて作品を精力的に生み出しています。取材当日も仕事
を終えてからインタビューを受けてくださいました。作品
はパソコンではなく、スマホで書きつづるのが町屋さん
のスタイル。帰宅後の約４時間を執筆に充て、血流を良
くするために半身浴をしながら行うことも。お酒やたば

こは控え、睡眠時間はなるべく６時間を確保するなど、
体調管理にも余念がありません。ちなみにボクシングジ
ムは作家デビューを果たした頃に退会。「体力に限界が
見え、技術面でも向上ではなく現状維持になってしまう
と思い、距離を置くことにしました」スリルや臨場感といっ
た非日常の感覚が味わえる、他にはないスポーツだと、
ボクシングの魅力を語る眼差しが印象的でした。

荒川区に住んでいたお友達の家に遊びに来た際に、飾
らない街の姿に惚れ込み、区内に引っ越し。住み始めて
10年以上が経ちました。休日には心身のリフレッシュを
兼ね散歩へ。どこかに迷い込んだような感覚をおぼえる
住宅街の路地を歩くのが大好きだという町屋さん。商業
ビルなどが立ち並び、たくさんの人でごった返す街よりも、
住宅や町工場などが肩を寄せ合う街並みの方が居心地の
良さを感じるようです。「公共交通機関の便も抜群です
し、元荒川が流れる埼玉県越谷市で育ったせいか、近く
を隅田川が流れる荒川区の街は安らぎます」
お気に入りのお店は町屋二丁目の都電荒川線が見える
喫茶店「はまゆう」。どれを食べても美味しいと太鼓判
を押す町屋さんのとっておきは、コーヒーと一緒にいた
だくシンプルな厚切りのトースト。ちなみにお店の方が
町屋さんのことを作家だと知ったのは、つい最近のこと
だそうです。
「これまでの作品では『才能』というものに着目してき
ましたが、今後は様々な人の『生活』をテーマに『生活』
とは何かを考察していきたいですね」
荒川区での日々が町屋良平さんの作品にどんな影響を
与え、言葉に紡がれていくか楽しみは尽きません。

話題作「１Ｒ1分34秒」で
平成最後の芥川賞を受賞

健康第一を信念に
作家活動と会社勤めを両立

川のある街、荒川区に寄せる想い
共存感のある街並みが愛おしい

ラウンド

第160回芥川賞・直木賞贈呈式の様子


